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Ⅱ 解剖見学実習の概要 
 本学における解剖見学実習は、鍼灸学科と理学療法学科の 3 年次生を対象として以前より行わ
れていた。看護学科においては、平成 25 年度から 3年次前期に特別課外授業として位置づけ、Ａ
大学とＡ大学献体篤志家団体の全面的な協力を得て行われている。 
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 抽出されたカテゴリは[ ]で、サブカテゴリは＜ ＞、センテンスは『 』で下記に示す。 
 
１ 「人体構造を理解できる」について 
[立体的に捉えた感覚的学び]（表 1）、[既習内容を基にした学び]（表 2）の 2個のカテゴリに
分類できた。さらに[立体的に捉えた感覚的学び]には、＜感覚的人体の描写＞、＜感覚的人体の
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清水 容子: 本学看護学科における解剖見学実習による学生の学びと今後の課題 
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この目標に対して 63センテンスと 6個のサブカテゴリ、2 個のカテゴリが抽出された。 
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